  Ⅱ 平成１４年度観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

　　 ・ 観光交流客数は、1億2,915万人で、前年度比では492万人（△3.7％）下回った。

   ・ その要因としては、「ワールドカップサッカー大会」が開催され、国内外から多く

      の人が訪れたほか、「伊東マリンタウン」や「富士川楽座」などの観光施設や「大

      道芸ワールドカップ」（静岡市）などのイベントへの入込客は増加したが、前年度

      開催された「東海道四〇〇年祭」のような大型イベントが特になく、また、新設施

      設も多くなかったことから、前年度を下回ったものと思われる。    
    ２  宿泊客数

・ 宿泊客数は1,966万人で前年度比71万人（△3.5％）の減となった。

・ ここ10年で最低だった平成12年度（1,984万人）よりもさらに減少し、２千万

   人を割り込んだ。
    ３  観光レクリエーション客数

     ・ 観光レクリエーション客数は1億949万人で前年度比420万人（△3.7％）下回っ

        た。

     ・ 大分類別では、大型イベントがなかったことから「触れ合う」の減少の割合が大き

        い。

    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

       ・ 主要観光施設への入込客数は、天候にあまり恵まれなかったためか、概ね前年

          並みか若干下回る結果となった。

       ・ 宿泊客数については、昨年を若干下回ったものと思われる。

    （２）年末年始
     ・ 主要観光施設への入込客数は、概ね前年を上回る結果となった。

      これは昨年に比べ、比較的天気に恵まれたことが要因と考えられる。寒さが厳

      しい日もあったが、それが温泉施設の入込み増につながったとも考えられる。

    ・  宿泊客数は、昨年より若干良いか昨年並み。

    ５  地域別の主な特徴

     ・【伊 豆】         河津町の近隣市町で「河津桜祭り」と合わせたイベントを実施。

     ・【富 士】【北遠】  登山客、ハイキング客が増加。

     ・【駿 河】【中東遠】プレ国体、ワールドカップサッカー大会開催による観光交流客数の

                        増加。

     ・【奥大井】【西駿河】【西 遠】花や紅葉の時期が例年より早かったためシーズン客が減少。  







